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八丈島産サク ダラ材の解剖率的性質(こ就て

林業試験場 農林技官 小林捕

Yaichi Kobayashi: Anatomical Characters of the “ Sakudara" -wood 

。f Hachijo Islanc1. 
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面昨年12月末、東京都森林組合連合合業務部長、禅口仁八氏を通じて、八丈島より方言「サク

ダラ」と呼ばれる木材片を首場に持参され、此の材の正しい樹種名、並にその主Jj" しいm詮を間

務士示して欲しいとの依韻を受けた。 該材は以下述べる如き 、 その解剖i劇Ir~性質と 、 植物製的
① 

性質に閲する文献とを照合して、牧野、根本雨氏K よれ手n名サクノキ或はサクダモとして、

Meliosma hachijoensis NAKAI の襲名で記載されているものと同一那と J仕立とされる 。

サクノキは、八丈島特産の小葉7~8封を有する羽欣複生の落葉喬木で、材は従来、軽軟な

る} と とろから専ら下駄材、浮木としで賞用されてきたと云う 。

筆者は樹種鑑定のため、該材の組織構造に闘し、 種々研究調奈の結果、 その解剖喜怒的性質は

未記故のものであり、且甚だ特異友る性質を有する樹極であるので、取敢えすコと L に公表する

次第である 。

*稿は詫墜非二ナーの筆者が、早急;(7.) 1聞に取纏めたものであり、僅少の資料K就いて観察部j査 し

た もので、 或は11ミ鵠を ]1決き 、 叉はその総べての解音IJ準的性質に就いて、未だ究明し得左かった

製i も多 k ある事と思うが、共等の削に閲しては大方の叱正を乞うものである。

本碗究調置に首り、種々懇篤なる御指導を賜わった東京大製猪熊泰三教授並K首場杉浦滞一

氏に割! し深甚なる謝意を表する。

2 . 供試試料

供試言>0\14は官官主!hの11:1": 仁l 氏の;J<!J参 された、 LI土佐 10cm . 長さ 30cm. 粧の;{;1)， "の木口町よ り、

縦・横・高さ各々 1. 5 cm. f立の ブ ロック凱;簡をJ不り、 グ リ セ リ ンと 7]'(の混合液で煮詰1\111はじし

た ものより 、ミクロトームを以て、木口・板目 ・ 柾目の三面より、厚さ 15-20μ の切j十を作

り弘之にサフラ ニ ン及びヘマトキ シ リ ンの二重染色を施 し検鏡に供した。叉同一忌\14 より 長さ

2cm. 位のマッチ車[1木大K したものを多数とり 、 シユルツ液によるマセレイ シヨン を施し、

各要素の観察il!lJ定を行った。

f官}該材の肉眼的性質を附記すれば、友白色の散孔材。 軽軟に して筑乾比重 0.44 あり、 法心
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*1・の l副 1)なく 、 鈎1'ìりすれば美盟主主る絹綿光様を有する。 長l二il似止はWìïf41j 1引の1~ 11知 IrcJ;tg し、 成長

良好にして年i倫rtJ 3-10 mm. あり 、 新 しい材は特殊なる兵試を有する。

3 . 解剖接的性 質

(イ ) 導管 (Vessel )

導管は大鰐平等に散布するが、 年愉界附近に於て相続であり、多くは 2 -17筒、 岡AA或は桁

1!11J1J¥ I'C集合 し、 稀に単調である。之等集合導管の多くは、倒kの接側面が、 その並列方向何れ

とも定め難〈 、 互に筏接し、 その外享11は限定されて'恰も蜂巣i伏を長する (Fig. 1.)。斯かる導
。 ①

管型を有する樹種は甚だ稀台、 我が閣に於ては金王|三時士が、 ~五時産ヤンパルアハブキ (Melio:
③ 

sma rhoifolia MAX. ) の材に於て、亦山林博士が朝鮮産フシノハアハブキ (M. Oldhami
@ 

MAX. ) の材に於て記載 して居り 、 費財C氏も導管接闘の分労:j l'C於て 、 !崎県北1\導管を有する樹種

として、 同じくヤンパルアハブキ及び Terminalia catappa の材に於て翻察したと記載して

居るが、 Terminalia 属には普通に出現するものでなく甚だ稀有の形態でるるととを指摘して

いる。 而して金千博士のヤンパルアハブキK闘する解剖撃的性質の記載と j照合するとき 、 本極

は導管の形態以外の諸性質に就いても甚だ類似黒I~が多く、山林|事士のフシノハアハブキの記載

とは、 導管・木織維・ 木柔和11胞の配列型等に於て多少相迷するが、 との三者の閥係に就いては

純Ij!!lJ分~j・撃的に も未だ問題がEをされているもののようで、 他日柄をあらためて之等 Meliosma

屈に属する樹種相互聞に於ける比l院検討をカ11えたいと考えている。

導管の lmm . 平方に於ける分不iiU設は、 一般の記載例に従うと 8-9 佳iであるが4 之は集合

導管を緋成する導管の個k を孤立の単澗導菅と同一視して算出した値でるり、本種の女/1き導管

型に於ては集合の一群をーイ曲!として測定した方が、分布筏度のi'r際般に近〈 、 斯くすれば、 1

mm. 平方K於ける分布教は 1箇以下と主主るが、何れにしても甚だ僅少の部類に属するO 直径も

集合のものは 、 その形が不規則でlE椛友る蚊他は求め難いが、 大憾ー鮮の牟径方向の長さは、

90-500 μ ， 切株方向は 70-300μ の純固にあり、一般に~~{，Ilf方向に長いものが多い。単~nü導

管は主として固形にて、その直使 40-80 μ あり 、 壁j手は両者共 3μ 内外ある。分割)の長さ

・ は 、 也tJ~の大主主るものは短〈、ノj、な る ものは長い。 その雨端のJI労伏は~kであり、一端或はド14

端f'L 11見鶏:管J I.火炎租 (Tracheid.like projcction) を有するもの多〈、 IJ 、fsi導管の 1:1-1 には非常κ

長:人・なる突起のものがある。
① 

導管の穿孔は、 金子博士の分業fj型に於ける単一階段Jlk翁王子L (Simple.scalariform ) 型である

が、 (a) 階段状穿孔なる も時と して単一穿孔を有するもの。の昔11制I'C IHJするが、 I希に不規則な

る網i伏穿孔を有する。階段j伏穿孔の階段肢は 1 -12あれ普通には馳箇程度で、 階段数少き部
①① 

~jl'C入る。叉以上の隔膜部穿孔の外t亡、殺ダく氏が導管穿孔型の分Ø%Y)K於て Brown 氏の Panax

platyphyllum 及び、 Dubatia plantaginea の記11まよりヲ |用している側映穿孔 (Lateral per-
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foration ) が屡々出現する (Fig. 5, 6) 。 此の種の穿孔は、 共の勝浩概ね岡県部穿孔に矧し、

形i伏梢小 さく 、 Iftl形叉は楕闘71ヨ或は卯形を呈するとしてあるが、 本極には共等の他に 1-2 の

Bar を有する ものが殻見された。 木構造は位臨rr商に於ても観察され maceration に よって蹄

認する を得た。 側!民穿孔を有する樹種は、我が閤産材にては未だ他K記載例をみ十、 本種が最

初jのもののよ うでるる 。

導管壁の紋孔は一般には図形、 椅固形で、 交互jl)\tL配列するが、 髄線細胞との接j綴聞に於て

は格子i伏配列をなす。

( ロ ) 木繊維 (Wood fiber) 

木繊維は一般に比較的部映で‘あるが、 導管の月i]悶及び年)1術界の l児材部には、概ね陥肢を有す

る則廃木織維が存在する 。 1，\)此の!引民木繊紺ーは、|児材の他の部分、 1立に脱材に近いljl.材背ßでは

詰所・に切線i伏をなしている 。 而して所ーによっては、との切線I1犬細胞列は、 導管の周閣の厚q拠出111

胞群と連結して年愉Wéを皐する (Fig. 2 )Q とのj写l出木織維の隔膜は中央部tL l- 2 簡を数え

るに過ぎ友い。 持、)慌の木繊維は、 壁厚 1. 5- 3 μ ， 直観 40-55μ であって、今起tL ìJlil定記載

されている本邦産材中最大償紋K麗 し、 長さ 770-1680 μ あり 。 厚膜木織維は、 ~1f 1享 3. 5-

6. 8μ ， 直筏 25-45 μ ， 長 さ 865-1510μK して、何れも図形乃至耕行せる裂擁欣単紋孔を有

する。雨:者共その71手I 1犬は一般的の刺i長友る紡錘711 を坐する 。 共の雨端は針j伏又は鎖u/犬でるる

が、 多列槌*泉を有する制~1指材に於て 、 多くは髄おiz或は木繊維相互の突合陀よって屡々 I-P，現す

る先端が二叉 、 錦簡I1た、 鈍顕等の鐙71手 したものが存布する 。

(ハ ) 髄綿 (Pith ray) 

髄紘は車列及び多列の二種類あり 、 (Fig. 3.4) 1:弘子IJ髄線は 1-21納i胞高。 多列髄棋は呉性

で、 一般的形態のものの他、 雪i，直方向tL 2-3 筒辿結せる もの、 或は先端が双頭に分岐せるも

の等甚だ特異なるものがる り 、 !I寺tL:j!くの二通 りの型のものが多い。

a) 切線方向のkイ iの附1l !lJ 3とは一側に大型の直立制11胞を有し、上下雨端の直立制胞は1-3

陸ifLJとまる 。

b) i持者と大関同一型!なるも 、 上下雨端或は一端に多数の単列納胞が尾11えに長〈延長して

いる。

多列誌記jiiの幅は 2-6 京111胞列にして、 高さ一般に甚だ高< 5mm. を超えるものもあ る o

11'1列多列髄線共多くの制l胞に樹脂様の含有物がある 。

. ( ニ) 木柔細胞 (Wood parenchyma) 

木柔細胞の殻:遣は11じだ悪〈 、肉flRに ては記、め期tいが、 専管の))liJ聞、 或は諸j列 1[.1主かに散布す

るに過ぎない。

• 
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.4 . 摘要

八丈島;m占サクダラ材に就いて、 現在米記故の師、脊1]皐~FI'.)'I' IJë1t を研究 した。 f句同材 K はそ火のよう

念特異たる諸'I~I:質が見出 された。

L 大多数の導管の接jrtGJ型が、 我が|重I K於ては未だ Meliosma rhoiholia MAX. 及び M.

Oldhami MAX. 以外記載例をみないtl卑見!Iえを呈し、 その穿孔は単一階段JI.犬であるが、 稀に不

規則なる緋j)iJi:穿孔を有する 。 また一般の隔膜穿孔の他にj則l民穿孔 (Lateral perforation) が認

められる 。

2. 木織維は一般に部牒であるが、 導管の万円l悶及び年輪界附・近のl児材#-11には 、 概ね隔膜を有

する !享l成木繊維が存在する。 if;J此のj享IJ英木紬献は、 l兇材部の他の部分})~びK I児材部に近い1f'-村

部では、 諸f列 K切線ilJi:配列を注 している 。 而j してnJí"K よっては此の切出Jj~! IJi: }享1I史細胞列が導管の

問聞の!手l供細胞11下と連結して年倫!Iたを呈する 。

3. 髄tJAは車列及び多列の二都:類あるが、その多列髄がitは具性で、 共の二通りのザ!J，q~を有す

るものが多い。

a) ， 切線方向の左右の雨側叉はー側 t亡 、 大型の直立中lfI胞を有 し、 'J二下両端の直立細胞は 1

- 3 簡に止る 。

b) 前者と大惜同一型なるも 、 上下の阿端或は何れか一刻:tK 多数の~tl列細胞が尾j伏に長 〈

延長している 。

4. 木柔細胞の護建は甚だ悪 〈 、 導管の周悶或は散在的に僅かに存布する 。
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R企sum色

1. In this paper writer noled the al1ヨtomical characters of the “ S'lkudar司'ヘ

wood (Meliosma h乳 hijoensis NAKAI) ー of HachijδIsland ， and aided an examp1e of 

the Japanese woods hョving honey-comb arrangement of vessきls b<:::side the woods 

of Me1iosma 01dhami MAX. of Korea and M. rhoifolia MAX. of Formosa and 

Luchu Is1es. 

2. And al~o noted 1ateral perforation of vesse1s in this wood.' 
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